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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月29日(2017.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを符号化する符号
化器を備え、前記ブロックのイントラ・クロマ符号化のために、クロマ・パーティション
・タイプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティション
・タイプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ・
パーティション・タイプのセットとは異なり、前記符号化器は、最良のルマ・モードを選
択し、最良のルマ・パーティションおよびルマ・モードを選択し、最良のルマ・パーティ
ションに基づいて最良のクロマ・パーティションを設定し、最良のクロマ・モードを選択
し、ルマ・パーティション、ルマ・モード、およびクロマ・モードを符号化する、ビデオ
符号化装置。
【請求項２】
　ビデオ符号化器における方法であって、 
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを符号化するステ
ップであって、前記ブロックのイントラ・クロマ符号化のために、クロマ・パーティショ
ン・タイプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティショ
ン・タイプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ
・パーティション・タイプのセットとは異なる、前記ステップと、
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　最良のルマ・モードを選択するステップと、
　最良のルマ・パーティションおよびルマ・モードを選択するステップと、
　最良のルマ・パーティションに基づいて最良のクロマ・パーティションを設定するステ
ップと、
　最良のクロマ・モードを選択するステップと、
　ルマ・パーティション、ルマ・モード、およびクロマ・モードを符号化するステップと
、を含む、前記方法。
【請求項３】
　前記ブロックまたは１つ以上の近傍のブロックを符号化するために利用されるルマ・パ
ーティション・タイプに応じて、前記クロマ・パーティション・タイプのセットから、前
記ブロックを符号化するための特定のクロマ・パーティション・タイプが決定され、前記
ルマ・パーティション・タイプがルマ・パーティション・タイプのセットに含まれる、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記特定のクロマ・パーティション・タイプのために、当該特定のクロマ・パーティシ
ョン・タイプと一致する最も大きなサイズの利用可能な変換が変換のセットから選択され
る、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ブロックを符号化するために選択された特定のルマ・パーティション・タイプおよ
び特定のクロマ・パーティション・タイプのうち、前記特定のルマ・パーティション・タ
イプのみが信号により伝達され、前記特定のルマ・パーティション・タイプは、前記ルマ
・パーティション・タイプのセットから選択され、前記特定のクロマ・パーティション・
タイプは、前記クロマ・パーティション・タイプのセットから選択される、請求項３に記
載の方法。
【請求項６】
　前記特定のルマ・パーティション・タイプが絶対的に符号化される、または、１つ以上
の近傍のブロックから差分符号化される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ブロックを符号化するために使用される特定のクロマ・パーティション・タイプは
、前記ブロックを符号化するために使用される特定のルマ・パーティション・タイプとは
独立して決定され、前記特定のクロマ・パーティション・タイプは、前記クロマ・パーテ
ィション・タイプのセットから決定され、前記特定のルマ・パーティション・タイプは、
前記ルマ・パーティション・タイプのセットから決定される、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記特定のクロマ・パーティション・タイプおよび前記特定のルマ・パーティション・
タイプの両方が信号によって伝達される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記特定のルマ・パーティション・タイプおよび前記特定のクロマ・パーティション・
タイプが絶対的に符号化される、または、１つ以上の近傍のブロックから差分符号化され
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記特定のクロマ・パーティション・タイプが前記特定のルマ・パーティション・タイ
プから差分符号化される、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ブロックを符号化するために使用されるクロマ・エントロピー符号化エンジンは、
前記ブロックを符号化するために使用されるルマ・エントロピー符号化エンジンとは異な
る、請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを復号する復号器
であって、前記ブロックのイントラ・クロマ復号のために、クロマ・パーティション・タ
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イプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティション・タ
イプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ・パー
ティション・タイプのセットとは異なる、前記復号器と、
　ルマ・パーティションをパージングし、クロマ・パーティションを設定し、ルマ・モー
ドをパージングし、クロマ・モードをパージングし、スーパーブロックを復号するように
構成された、クロマ復号のためのマルチパーティションをサポートしたイントラ予測モジ
ュールと、を含む、ビデオ復号装置。
【請求項１３】
　ビデオ復号器における方法であって、
　ピクチャ内の少なくともブロックについてのピクチャ・データを復号するステップであ
って、前記ブロックのイントラ・クロマ復号のために、クロマ・パーティション・タイプ
のセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティション・タイプ
がサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ・パーティ
ション・タイプのセットとは異なる、前記ステップと、
　ルマ・パーティションをパージングするステップと、
　クロマ・パーティションを設定するステップと、
　ルマ・モードをパージングするステップと、
　クロマ・モードをパージングするステップと、
　スーパーブロックを復号するステップと、を含む、前記方法。
【請求項１４】
　前記ブロックまたは１つ以上の近傍のブロックを復号するために利用されるルマ・パー
ティション・タイプに応じて、前記クロマ・パーティション・タイプのセットから、前記
ブロックを復号するための特定のクロマ・パーティション・タイプが決定され、前記ルマ
・パーティション・タイプがルマ・パーティション・タイプのセットに含まれる、請求項
１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記特定のクロマ・パーティション・タイプのために、当該特定のクロマ・パーティシ
ョン・タイプと一致する最も大きなサイズの利用可能な変換が変換のセットから選択され
る、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ブロックを復号するために選択された特定のルマ・パーティション・タイプおよび
特定のクロマ・パーティション・タイプのうち、前記特定のルマ・パーティション・タイ
プを示す情報のみが前記ブロックを復号するために使用される対応する符号化器から受信
され、前記特定のルマ・パーティション・タイプは、前記ルマ・パーティション・タイプ
のセットから選択され、前記特定のクロマ・パーティション・タイプは、前記クロマ・パ
ーティション・タイプのセットから選択される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記特定のルマ・パーティション・タイプが、絶対的に復号される、または、１つ以上
の近傍のブロックから差分復号される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ブロックを符号化するために使用される特定のクロマ・パーティション・タイプは
、前記ブロックを符号化するために使用される特定のルマ・パーティション・タイプとは
独立して決定され、前記特定のクロマ・パーティション・タイプは、クロマ・パーティシ
ョン・タイプのセットから決定され、前記特定のルマ・パーティション・タイプは、ルマ
・パーティション・タイプのセットから決定される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記特定のクロマ・パーティション・タイプおよび前記特定のルマ・パーティション・
タイプの両方を示す情報は、前記ブロックを復号する際に使用される対応する符号化器か
ら受信される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
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　前記特定のルマ・パーティション・タイプおよび前記特定のクロマ・パーティション・
タイプが絶対的に復号される、または、１つ以上の近傍のブロックから差分復号される、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記特定のクロマ・パーティション・タイプが前記特定のルマ・パーティション・タイ
プから差分復号される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ブロックを復号するために使用されるクロマ・エントロピー復号エンジンは、前記
ブロックを復号するために使用されるルマ・エントロピー復号エンジンとは異なる、請求
項１３に記載の方法。
【請求項２３】
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを符号化する符号
化器を備え、前記ブロックのイントラ・クロマ符号化のために、クロマ・パーティション
・タイプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティション
・タイプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ・
パーティション・タイプのセットとは異なり、
　前記符号化器は、最良のルマ・モードを選択するステップと、最良のルマ・パーティシ
ョンおよびルマ・モードを選択するステップと、
　最良のクロマ・モードを設定するステップと、最良のクロマ・パーティションおよびク
ロマ・モードを選択するステップと、ルマ・パーティション、ルマ・モード、クロマ・パ
ーティション、およびクロマ・モードを符号化するステップと、を含む処理ステップを行
うように構成された、クロマ符号化のためのマルチパーティションをサポートしたイント
ラ予測モジュールを含む、ビデオ符号化装置。
【請求項２４】
　ビデオ符号化器における方法であって、
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを符号化するステ
ップであって、前記ブロックのイントラ・クロマ符号化のために、クロマ・パーティショ
ン・タイプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティショ
ン・タイプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ
・パーティション・タイプのセットとは異なる、前記ステップと、
　最良のルマ・モードを選択するステップと、
　最良のルマ・パーティションおよびルマ・モードを選択するステップと、
　最良のクロマ・モードを設定するステップと、
　最良のクロマ・パーティションおよびクロマ・モードを選択するステップと、
　ルマ・パーティション、ルマ・モード、クロマ・パーティション、およびクロマ・モー
ドを符号化するステップと、を含む、前記方法。
【請求項２５】
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを復号する復号器
であって、前記ブロックのイントラ・クロマ復号のために、クロマ・パーティション・タ
イプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティション・タ
イプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ・パー
ティション・タイプのセットとは異なる、前記復号器と、
　ルマ・パーティションをパージングし、ルマ・モードをパージングし、クロマ・パーテ
ィションをパージングし、クロマ・モードをパージングし、スーパーブロックを復号する
ように構成された、クロマ復号のためのマルチパーティションをサポートしたイントラ予
測モジュールと、を含む、ビデオ復号装置。
【請求項２６】
　ビデオ復号器における方法であって、
　ピクチャ内の少なくとも１つのブロックについてのピクチャ・データを復号するステッ
プであって、前記ブロックのイントラ・クロマ復号のために、クロマ・パーティション・
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タイプのセットとルマ・パーティション・タイプのセットを含む複数のパーティション・
タイプがサポートされ、前記クロマ・パーティション・タイプのセットは、前記ルマ・パ
ーティション・タイプのセットとは異なる、前記ステップと、
　ルマ・パーティションをパージングするステップと、
　ルマ・モードをパージングするステップと、
　クロマ・パーティションをパージングするステップと、
　クロマ・モードをパージングするステップと、
　スーパーブロックを復号するステップと、を含む、前記方法。
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